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を
見
て
い
た
は
ず
だ
と
い
う
こ

と
で
、
会
員
の
関
心
が
高
い
。

　
勝
瑞
城
跡
で
昼
食
の
後
、
日

亜
化
学
鳴
門
工
場
前
に
あ
る
阿

波
細
川
家
初
代
の
墓
を
車
窓
か

ら
見
て
、
同
町
住
吉
の
住
吉
神
社
、

北
島
町
・
北
島
南
小
学
校
横
の

民
家
の
庭
に
あ
る
十
六
人
塚
、

国
府
町
黒
田
の
鑓
場
の
義
戦
碑

を
見
学
し
た
。

　
続
い
て
同
町
芝
原
、
蔵
珠
院

を
訪
問
。
こ
こ
は
黒
田
の
義
戦

で
散
っ
た
久
米
義
弘
の
居
宅
跡

に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
庭
に
「
舞

い
込
み
泉
」
と
い
う
珍
し
い
渦

巻
き
状
の
泉
が
あ
る
。
底
の
１

～
２
巻
が
埋
ま
っ
て
い
る
が
、

取
り
除
け
ば
水
が
出
る
そ
う
だ
。

門
前
に
「
寅
の
大
水
」
の
標
柱

が
立
ち
３
㍍
の
痕
跡
が
あ
る
。

慶
応
２
（
１
８
６
６
）
年
吉
野

川
第
十
の
堤
防
が
全
壊
し
、
当

院
檀
家
だ
け
で
32
人
が
犠
牲
と

　

な
っ
た
。
久
米
秀
生
住
職
（
63
）

の
説
明
で
は
、
院
内
に
流
れ
込

ん
だ
濁
流
の
後
が
壁
な
ど
に
今

も
残
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
最
後
は
春
日
３
丁
目
の
篠
原

神
社
。
こ
こ
今
切
城
主
は
木
津

城
の
篠
原
自
遁
の
次
男
玄
蕃
充
（
自

遁
の
先
妻
の
子
と
の
説
あ
り
）。

当
初
に
触
れ
た
三
好
長
治
が
天

正
４
年
、
細
川
真
之
と
の
戦
い

に
敗
れ
、
今
切
城
ま
で
退
陣
し

た
が
留
ま
れ
ず
、
別
宮
長
原
（
川

内
町
）
ま
で
逃
れ
た
。
こ
こ
で

自
刃
し
た
事
は
既
に
述
べ
た
。

篠
原
玄
蕃
充
は
家
臣
の
郡
勘
助

を
頼
っ
て
逃
げ
、
言
わ
れ
る
ま

ま
に
古
井
戸
に
隠
れ
て
い
た
と

こ
ろ
、
諌
言
さ
れ
て
惨
殺
さ
れ
た
。

　
神
社
の
西
隣
に
真
言
宗
大
覚

寺
派
の
真
観
寺
が
あ
る
。
明
暦

33
（
１
６
５
７
）
年
、
今
切
字

北
張
か
ら
現
在
地
へ
移
転
し
た
。

そ
の
昔
、
城
郭
に
詳
し
い
鳴
門

　

教
育
委
員
会
の
田
村
学
術
委
員
（
故

人
）
に
今
切
城
の
位
置
を
訊
い

た
こ
と
が
あ
る
。
篠
原
神
社
か

ら
東
へ
墓
地
の
あ
る
一
帯
で
な

い
か
、
と
の
事
で
あ
っ
た
。
筆

者
は
篠
原
神
社
の
氏
子
で
、
こ

の
神
社
は
子
供
時
代
の
遊
び
場

だ
っ
た
。
勤
務
し
た
旧
長
尾
鉄

工
所
地
下
が
勝
瑞
館
跡
、
新
会

社
の
移
転
先
が
木
津
城
下
だ
か
ら
、

何
と
も
不
思
議
な
縁
で
あ
る
。

　　
９
月
26
日
、
四
国
大
学
社
会

人
講
座
・
枕
草
子
の
研
修
旅
行

が
あ
り
、
京
都
東
山
方
面
へ
出

掛
け
た
。
最
初
は
東
山
区
の
臨

済
宗
東
福
寺
派
大
本
山
の
東
福
寺
。

嘉
禎
２
（
１
２
３
６
）
年
、
摂

政
九
条
道
家
の
発
願
で
で
き
た
。

奈
良
の
東
大
寺
、
興
福
寺
か
ら

１
字
ず
つ
取
っ
て
寺
名
と
し
た
。

ま
ず
目
に
付
く
三
門
は
応
永
32
年
、

足
利
義
持
が
再
建
し
た
。
現
存

す
る
禅
寺
の
三
門
と
し
て
は
日

　

本
最
古
の
も
の
で
国
宝
。
引
率

者
の
一
人
、
森
兼
三
郎
先
生
が
「
こ

の
門
は
五
間
三
戸
二
重
門
。
つ

ま
り
正
面
の
柱
間
が
５
つ
、
う

ち
中
央
３
間
が
通
路
と
い
う
意
味
。

『
二
重
門
』
は
２
階
建
の
門
で
あ

る
が
、
１
階
と
２
階
の
境
目
に

軒
を
出
し
て
い
る
所
に
違
い
が

あ
る
」
と
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
本
堂
は
明
治
14
年
焼
失
後
、

昭
和
９
年
に
再
建
さ
れ
た
。
天

井
の
龍
の
絵
は
堂
本
印
象
筆
で

あ
る
。
方
丈
は
明
治
23
年
の
再

建
。
こ
こ
の
庭
園
は
重
森
三
玲

の
手
に
よ
り
昭
和
13
年
に
造
ら

れ
た
も
の
で
、
八
相
の
庭
と
命

名
さ
れ
て
い
る
。
南
、
北
、
西
、

東
に
そ
れ
ぞ
れ
庭
が
あ
り
、
お

馴
染
み
の
偃
月
橋
、
通
天
橋
、

臥
雲
橋
が
美
し
い
。
今
月
は
紅

葉
の
見
頃
だ
ろ
う
。
日
本
最
古

の
東
司
の
遺
構
が
あ
る
。

　
東
山
三
十
六
峰
の
一
嶺
、
月

　

輪
山
の
麓
に
あ
る
泉
涌
寺
。
皇

室
の
菩
提
所
で
、
仁
治
３
（
１

２
４
２
）
年
、
崩
御
さ
れ
た
四

条
天
皇
を
祀
っ
た
の
を
始
め
、　

孝
明
天
皇
ま
で
江
戸
時
代
の
全

て
の
天
皇
、
皇
妃
の
御
陵
も
こ

こ
に
造
営
さ
れ
て
い
る
。
一
条

天
皇
に
入
内
し
た
中
宮
定
子
に

仕
え
た
清
少
納
言
が
宮
中
の
日
々

を
記
し
た
の
が
枕
草
子
で
あ
る
。

定
子
が
没
し
た
後
、
清
少
納
言

は
鳥
野
辺
辺
り
に
住
み
、
定
子

の
眠
る
鳥
野
辺
陵
を
拝
し
な
が

ら
生
涯
を
終
え
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
清
少
納
言
の
父
、

清
原
元
輔
の
邸
宅
が
あ
っ
た
と

い
う
今
熊
野
観
音
寺
も
拝
観
し
た
。

　
10
月
１
日
、
二
ホ
ン
フ
ラ
ッ

シ
ュ
（
小
松
島
）
創
立
50
周
年

の
記
念
式
典
が
あ
り
、「
創
業
50

年
史
」
が
配
ら
れ
た
。
高
橋
栄

二
社
長
と
の
対
談
記
事
を
載
せ

て
い
る
。

　
10
月
８
日
、
蜂
須
賀
桜
と
武

家
屋
敷
の
会
が
50
周
年
記
念
式

典
を
開
催
、
記
念
誌
を
発
刊
し
た
。

こ
こ
で
は
「
バ
チ
カ
ン
の
蜂
須

賀
桜
近
況
」
を
掲
載
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
　

　
10
月
24
日
、
藍
住
文
芸
10

号
発
刊
祝
賀
会
を
開
い
た
。
筆

者
は
こ
の
号
で
「（
株
）
地
域
サ

ー
ビ
ス
25
期
決
算
洗
い
浚
い
で

判
っ
た
事
」
を
発
表
し
て
い
る
。

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

※

Ｓ

　

　

Ｎ

　

　

Ｓ

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

桜
咲
く
バ
チ
カ
ン
報
告

最
　
　
後
　
　
に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

売
上
を
伸
ば
す
方
法

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

㌧

皇室関係者を祀る泉涌寺

朴の花

日
珖
と
実
休
と
村
詮

普
平
山
妙
興
寺

バ
チ
カ
ン
訪
問
記
放
映

弟
、
74
歳
で
死
す

トルコ･バチカンの話(筆者)

近
鉄
特
急
に
喫
煙
室

川
又
民
子
さ
ん
が
急
死

同集を出版した安曇さん

同席した和服の似合う美女たち

お
む
ろ

さ
ら

穴
吹
で
四
国
ビ
エ
撒
く

じ

な
お
ら
い

四国ビエの種まき(穴吹町渕名で)

雨
の
中
剱
神
社
夏
祭
り

宇
和
海
の
日
振
島
再
訪

「
寅
の
大
水
」
標
柱
３
㍍

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
村
で
再
会

庭で実ったモモ

イングリッシュローズの2番花

出版パーティ予定の林博章先生

藤原純友の碑周辺の清掃

げ
ん
ば
の
す
け

ま
つ

藤
崎
電
機
が
竹
発
電

テレビドラマ化された高野誠浄さん

(後列右から２人目)

戸島へ移りバーベキュー

りこうなツバメの子育て

長
尾
勝
男
氏
が
死
去

車
庫
に
ツ
バ
メ
の
巣

18

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
講
演

狭
庭
は
不
思
議
の
園

と
う
が
ん

多様な栽培を調査(中央が稲垣教授)

民家で大師講(東みよし町)

重森三玲作の庭園(東大寺)

庭にランが群生

お馴染みの橋(上)とコケの碁盤目(東大寺)

篠
原
神
社
は
遊
び
場

東
大
寺
の
紅
葉
見
頃
か

み 

れ
い

え
ん
げ
つ
き
ょ
う

が 

う
ん
き
ょ
う

と
う
す

定
子
に
仕
え
た
清
少
納
言

せ
ん
に
ゅ
う
じ

次
々
に
新
刊
本

中宮定子の眠る鳥野辺陵

次々に新刊本誕生

じ
ゅ
だ
い


